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新中川放zlGilの開通により漁業に及ぼす影響推定のた

ぢ５年度まで５年間事前調査を行い、江戸川・中川調査

したが、本年度は東京都広報渉外局からの委託により、
今、

域の水質１こついて調査したので未了分もあるが、ここIこ

め、水産庁の委託をうけ昭和５１年度から

地域水産関係調査報告として第５報まで報告

影響海面の漁獲高、ノリの生育状況、関係水
第４報としてその概要左報告＋ろ、としてその概要を報告＋ろ。

昭和５５年５月

東京都水産試験場長 鈴木 頂

目 次

１ 調査目的 １
１
１
１
１
１
１
５
旧
杷
犯

２調査項目………………
’。

Ａ海面漁獲高調査

Ｂ河川水質調査…

０ノリ生育伏況調査

５調査結果…………………

Ａ海面漁獲高調査

Ｂ河川水質調査……

Ｃノリ生育状況調査

巳句

直
可■■

戸

総括

参考資料

４
５

、



』

！１調査目的

星空]空豆lLfiﾖLulifi倉利水瀧[垣よる新中)''放綱の開さくは中川流域の治水と江戸川からの都
水道用水確保を目的として進められているが、この開通に伴い河川・海面における水産業にも各種

の影響が予想ざれ昭和５１年度から５５年度まで５年間にわたり調査を実施し、それに基いて種々

の検討を行い第１～５報として報告したが、水産業に対する数的な被害予想を行うことはきわめて

困難であり、今後の調査・研究により確かめて行く必要がある。

本年度は既往の資料に加えて今後の検討にいく分であぶらすとなるよう、海面漁獲高の調査、ノ

リの生育状況調査並びに関係各河川の水質調査を実施する。

２調査項目

Ａ海面漁獲高調査

影響海面として一応葛西浦・城東・深川浦・荒111の４漁業協同組合地先の漁獲高について文書

及び聞き取り調査を行った．

Ｂ河川水質調査一

江戸川・中川についてはすでに２年間の調査があるので、江戸川・中111・綾瀬川．荒)'１放水路

について相互の関連をゑるため巡回調査を行った。

０ノリ生育状況調査

葛西浦漁業協同組合のノリ研究会員の協力を得て、各自の持さくの生育状況生産量を場所別

に記帳してもい、一方同一の試験網を８か所に張り込匁この生育状況について調査才る゜

５調査結果

Ａ海面漁獲高調査

蔦西浦・城東・深川浦・荒川の４漁業協同組合を対象として文書による照介調査を行い、又同

組合所属組合員中から漁業種類を考慮して９０世帯を抽出し、調査員による聞き取り調査を行つ
－‐りぼヤマム、

プ<二･
４

期間は昭和５４年１０月から１１月に調査し、調査対象期間は昭和５５年１０月から昭和５壱

年９月までの１か年間とした。

調査内容は漁業種類別に漁業従事世帯数、漁獲数量、漁獲金額並びに主要漁獲物で、結果は表

ｈ調査区域は図１のとおりである。
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影響海面における漁獲高「

（調査年度昭和５５年１０月から昭和５４年９月まで）

－１－

漁業種類
従事

世j帯数

漁獲数量

K９

リ

ｑ

漁獲金額

円
備考

貝まき漁業 ，6９ 10,274,000 ろＲ954,000 アサリ・ハマグリ・シジミ

~つ 網 〃
由､U -５５ 17ス０００ ス702,000 スズキ・セイゴ･マルタ・ボラ・カレイ・カウ『･ｺﾊﾝﾛ

かし木張網〃 1１８ 1，４４０，０００ 18,495,000 シラウオ・アミ・'～ビ･セィゴ･ボラ

す連 〃 2５ 1２４，０００ １ ， 797rDOO スズキ･セイゴ・カレイＱコメンロ・ボラ・カイズ

小型底びき網〃 ８１ 6,685,０００ 25,45ス０００ アカガイ・モガイ・トリガイ・アミ

小型まき網〃 1６ 1０，０００ 2,ozlス０００ スズキ・セイゴ・フツコ・ボラ・クロダイ

投網 〃 6５ 84,000 5,258,000 セイゴ･ボラ・マルタ・カイズ・イナ

ウナギ竹筒〃 220 55,000 8,796,000 ウナギ・ハゼ

つげしば 〃 5８ 11,000 2，６２２０００ ウナギ・ハゼ・エビ

￣ 本釣 〃！ 1０９ ６６，０００ 2,406,000 ボラ・ハゼ・フッコ
￣

はえなわ 〃 5０ ２０００ 1，２８１，０００ ウナギ・セイゴ・ハゼ
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図１漁獲高調査区域並びにノリ生育状況調査地点図
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Ｂ河川水質調査

新中川放水蹄に関連のある水系として、江戸川・中川・綾瀬川・新川・左近川・荒川放水脇・Ｉ日
中川・隅田川について昭和５４年７月から５５年２月まで船叉は陸上から巡回採水を行った。

１）江戸川水質調査昭和５４年７月１０日〃図２，５、表２
０．０．，．：江戸川大橋ではやや濁りがあり５．７６Ｐ･Ｐ．Ｍで常時よりやや高く、本州製紳卜
水口付近では千葉側がややかっ色で４．１６、都側は、かっ色を呈し２０．５６と高い値を示し、

今井橋では都側，７６、千葉側ｚ７６で妙見島まで都側がやや高い値を示していたが大三角で
は表層の承千葉側がやや高かった。なお浦安灯台でも２５２と常時よりかなり高い値を示した。
左近川水門でも２７６の水が江戸川に流入していた。

中川河口でＺ５６、荒川河口６．１６で江戸川河口よりやや低い値であった。

溶存酸素飽禾ﾛ度：江戸川大橋で１００９６、浦安灯台で，'896、この間が大体７０９６台であ
った。

荒川、中川河口は５５～４０％台で低く<江戸川より汚濁が進んでいる。
左近川は５０．８％で江戸川より劣る。

Ａｍｍｏｎｉａ－Ｎ：大三角まで工場排水その他の影響が承られたがいずれも都側が高し値を示
し千葉側は大三角にのゑ検出された。

中川、荒川河口は高く特に荒川河口は５４．６２ﾉｕｇ－ａｔｏｍ〃であった。

本Iﾄﾄ|製紙排水口付近は２８８であるが今井橋で５０，大三角で２８～５５に減少している。
２）江戸川水質調査昭和５４年８月１０日図２，４、表５

前日小台風通過のため河水増水し黄かっ色を呈していた。

０．０．，．：江戸川大橋で1.6Ｐ・Ｐ．Ｍ、大三角でも２．４～５．２，本１１W排水口付近でも
４．４で全般的に低い値であったが、やはり本IlilWi#水口から浦安橋まで都側が千葉側よりやや高
かった。

荒川河口で表層4.0、下層５．２、中川河口で表層5.6、下層5.2と常時より低い値であった。
酸素飽和度：濁水のため江戸１１伏橋でも８０％で江戸川は各点共同様な値であった。
荒11｛中Iil河口は低く表層はおのおの５０，５Ｚ８％、下層は１１．４５、'５６％と強度に

〕還元されていた。

Ａｍｍｏｎｉａ－Ｍ本州製紙排水口付近の象５０ａｇ－ａｔｏｍ／2でその他はほとんど検出され
なかった。

荒111、中Ⅱ|河口は多くことに荒川河口の下層は８２を示した。

５）中川・荒川水質調査昭和５４年８月２７日図２，５、表４

中川：奥戸から下流が悪く、船堀橋ではややＣ．Ｏ．Ｄ・が低下しているがこれは上潮時であ
ったためであろう。

上流の飯塚橋で酸素飽和度が５６％と低く、下層のＣ．Ｏ．Ｄが１０．５２と高い値を示してい

たが、これは飯塚僑と高砂橋の間にある工場その他の排水の影響と考えられる。

新川の中川への出口でＡｍｍｏｎｉａ－Ｎが６１匹ｇ－ａｔｏｎｑ／どあった、これは江戸Ⅱ吸び新川

－５－

漁業種類
従事

世帯数

漁獲数量

197

漁獲金額

円
備考

カキ漁業 1７ 52,000 52ス０００ カキ

その他 7８ 4ス０００ 2,586,000 '､ゼ。 ウナギ･エムシ・アカエイ・カレイ

計 1，８１７ 12050,000 1１８，７１５，０００

ノリ養殖業 1，４５１ 42,471,000枚 546,975,000 ノリ作柄４分作
合計 5,248 465,688,000
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図５江戸川水質調査 ５４．Z１０
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表２江戸ノⅡ水質調査 ■

ざ

套側らＩＦＦのみ

－６－

卜考.定角都……い伏三角千葉側浮遊物泥砂多しi江戸川埴

地 』点

年月日

時刻

天候

風向 風力

水温

℃
換算比重

水深

、

透明度

、

ＰＨ ０１

q/DＣ

、､０．

cc/Ｌ

浦安灯台
5４．７１０

時刻
童１０
Ｓ・ろ

25.8

2５．８

1８．４１

１８．４１
5．１０ 1．２５

8.0

8.5

1２．９７
'１５．１５

５．２１

５．Ｃｕ

大三角
部側

10.55 Ｓ･ろ
26.4

26.5

０
０

2．８０ ０．６０
ヌＯ

７ＬＯ

44.17

5６２２８
4．５８

５．８８

大三角
千葉側

10.42 Ｓ･ろ
26.2

26.2

０

､0
2．００ ０．５０

ズＯ

Ｚ１

495.67

677Ｌ２５

4．５２

５．８８

左近川水門 1１．０５ Ｓ・ろ 26.6
０
０

0.7 底 ZＯ 4１．７２ 2．９９

妙見島
千葉側

1１．２５ Ｓ､､５ 26.6 0 ０６ 6.9 26.97 4．５４

妙見島
部側

11.57 Ｓ･ろ ２６．５ ０ 0.6 6．９ 50.67 4．６５

新）|Ｉ 1１．５０ Ｓ・ろ 26.5 0 0.5 6.9 184.04 4．２１

今井橋
都側

11.55 Ｓ･ろ 26.4 0 0.6 6.9 172.99 4．６５

今井橋
千葉側

11.45 Ｓ・ろ 264 0 ０．７ 6.9 45.40 4．９９

本州排水口
都側

12.00 Ｓ・ろ 26.6 0 ＺＯ 66.25 4．５２

本|ﾄﾄ腓水口
千葉側

1２１０１ ： Ｓ･ろ ｚ､５ ０ 0.7 Ｚ０ 2２４５ 4．４５

江戸川大橋 1２．２０ Ｓ･ろ 26.5 ０ 0.6 7LＯ 18.40 5．８７

中）１１河口 15.４５ Ｓ、４
2z８

２Ｚ７

０
０

ろ．１０ ０７５
6．７

６．７

26.99

24.54

2．２２

２．５５

荒）|｜河口 1５．５０ Ｓ、４
2ズヨ

久

０
０

２００ 0．５０
6.9

6.9

0．２１

０．５６

2．２２

２．０５



潮時Ｈ２０時55分
７時１０分
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Ｌ
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よう零肖覺量

P.Ｐ・Ｍ

Ｃ．Ｏ．Ｄ

PＢＭ

Nitcri柏-Ｎ

ﾒ4g-atom0/Ｌ

PhoEl]a力ｺﾞｰP

A4g-abom/Ｌ

透視度

ｃ、
水色

”し8
76.9

５
５

８
６
●
●

８
２ ，５２

８．５６

０
０ 0．７５

０．６

1．１

1．２９

122.5

115
2２ 透

74.4

66.2

６．２８
Z９０

Z７６

1０．１６

5８

５８

1．５５

0.7

０．２４

１．５４

155

261
1５ 薄茶色

燭

75.2

66.0

6．５２

４．５７

8．５６

，５６

２８

５２

1．６

1．１
０
０ 242

２８５
1５

薄茶色
燭

50.8 5．５７ ９７６ 2１ 1．４５

０
０

272 2７ かつ色

Z方 5．７６ z７６ ０ 1．６
０

０
255 1８ 薄黄かっ色

Z８８ 5．８６ ，９２ 5７ 1．０９

０
０

207 1８ 薄黄かっ色

ズ１６ 5．７７ 1０５６ 4５ 1．５５ ０ ５００ 1７ 薄茶色

Z９１ ろ.５１ 9L７６ 5０ 1．２９ ０ 1弱 22.5 薄茶色

86.8 １８１５ Ｚ７６ ０ 1.2 ０ 250 ２２ 薄黄色

刀.６ 2．９９ 20.5（ 288 １ ０ 276 1５ かつ色

75.2 5．４８ 4．１６ １ 1．１ 、 198 2０ ややかっ色

100.0 8.酌 ろ.７６ ０ 0．９５
、

０ 2Ｍ 2０ 薄濁

58.5

40.4
5．５５

４．８７

ヌ５６

Z５６

９
４
２
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図５中川水質 ５４．８．２７
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表ろ江戸川水質調査
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流jgiからの排水の影響であろう。

日本紙業排水が中川大橋の上右岸から出ているが、白濁しあわが多く０．０．，．２５９４P・P.Ｍ

透視度1.0、Ａｍｍｏｎｉａ－Ｎ５.２０Ｍｇ－ａｔｏｍ／２と中川汚染の一因をなしている。
綾瀬川は上潮時のためか中川と同様の水質であった。

荒川放水路．|日中川：荒川は堀切橋から下流まで０．０．，．９Ｐ・Ｐ．Ｍ、付近、酸素飽和度は

堀切橋で５４％、下流の小名木川水門下で５４％とやや浄化力以られた。しかし堀切橋のすぐ゛
下に隅田水門から隅田川の水が流入しておりこれは０．０．，．１６～１９Ｐ・Ｐ.Ｍ・ＮＨ５－ＭＯ９

と非常に汚濁されていた。叉|日中川も沿川の工場排水や小水路によって隅田川と連絡している
ため０．０．，．１１．５酸素飽和度4.4％と汚染されていた。

以上のように荒川放水路の汚濁は|日中川、隅田川等の流入も一因ではあるが、上潮時に隅田

川の逆流が岩淵水門を回って放水路に出ることが最大の原因であろうと考えられる。

4）江戸)Ⅱ.中川・荒川水質調査昭和５４年１０月１６日図２、表５

江戸川：市川橋で清澄な水であるが今井橋の都側は工場排水の影響をうけて０．０．，．１１１５

ＮＨ３－Ｎ８７と高い、千葉側は汚染されていなかった。浦安橋ではi都側０．０．，．４４７、

千葉側４．０８と両側に拡散しうすめられていた。

新中川放水路が開通すれば拡散、混合が更にすゑやかに行われるようになるであろう。しか

し中)'１の水質は江戸川より劣るので江戸川の汚濁は増大するであろう。

中川：本奥戸橋・高砂橋．中川大橋と上流ほど０．０．，が高くなっていた。これは上流部の

排水（工場排水・下水）の影響であろう。船堀小橋ではＣ．Ｏ．Ｄが４．４７で比較的低い値であ

ったが、酸素飽和度は２５５％で上流部より低かった。

荒川放水路：上流部の新四木橋が下流の船堀大橋よりＣ．Ｏ．Ｄ・が低かった。酸素飽和度は

上流が高い。

綾瀬川は酸素量は４０％で低いが０．０．，．ＮＨ３－Ｎはあまり高い値ではなかった。

隅田川新大橋と|日中川の中川大橋は酸素量ほとんどなく、ＮＨ３－Ｎもそれぞれ１２５，１６５

０．０．，は１１．１５，６８２と汚濁が大であった。

新中川放水路の開さく部で調査したが止水でありアオコガ繁殖していたため０．０．，が２１７

酸素飽和度１９２％と高かった。

５）江戸川・中川・荒川水質調査昭和５５年１月１２日図２、表６

江戸川：市川橋、篠崎水門はきれいであるが今井橋の都側は工場排水の影響が現われている。

中川：当日は奥戸の汚濁が最もはなはだしく、高砂橋、中川大橋と上流部ほどきれいであっ

たが、酸素飽和度は５０９６以~ＲＮＨ３－Ｎ４ス６４と高い。船堀d橋では０．０．，．は低くな

っているが酸素飽和度が５８％と低い。

荒川：新四木橋、船堀橋共Ｃ．Ｏ．Ｄは低いがＮＨ３－Ｎは１４ｑ、１９０と高く、酸素飽和度

も６．６６％と非常に低く荒川放水路が一様に汚濁されていた。

綾瀬川.１日中川は荒川よりも更に高度に汚濁さｵTていた・

新中川放水路では０．０．，は比較的低いがＮＨ３－Ｎ９５、酸素飽和度４５９６と汚染が進行中

であった。

６）江戸川今井橋における一昼夜観測昭和５５年１月１２～１５日図２，６，表７

今井橋において１月１２日１０時から１５日１０時まで１～２時間ごとの観測を行った．

採水は都側と千葉側においてそれぞれ岸から１０ｍの地点で橋の上から表層と底層より採水

した。

０．０．，．：都側（右岸）が千葉側（左岸）よりほとんど'常時高い値を示していた。

都側では表層より下層の値がやや高い、これは本州製紙江戸１１に場の排水管が河底にあるた

－１２－



めであろう。

都側で高い値を示すのはおおむね下潮時で、上潮になると低下する。最高で９６、最低で
２．２８であった。

千葉側では満潮時と下潮のゆるやかな昼の干潮時に高い値を示した。これは都側に沿って

流下した汚水が満潮時に千葉側にも広がるためと考えられ、叉昼間干潮時の高値は満・〒の

水位差が少いため流速がおそく、なお満潮時に排水口付近に停滞した水塊が流下して来て千

葉側にも広がるためであろう。

新中川放z)蝿が開通すれば水量の少い時は都側に沿い、水量豊富の時は比較的早く両岸に
広がると思われる。

ＮＨ３－Ｎ：Ｃ．Ｏ．Ｄ．と同様な変動を示し工場排水の影響が判然としている。

塩素量：一般に千葉側が高く満潮時より２時間ぐらいおくれて最高値がある。

最低値は千葉、東京側共同様で干潮時よりろ０分～１時間半おくれてゑられた。

潮位：潮位実測｛,頁は満潮時が潮汐表潮時より５０分ぐらい早く現われている。これは江

戸川流量によって変化があると考えられる。

酸素飽和度：水位差の大きい昼間干潮時から２時間ぐらいの間に最低値が現われた。水温

は表層で５．４～6.5、下層で５．０～ス２、ＰＨは表層６．７～Ｚ２、下層で6.7～７５であっ

た。

７）荒川放水路調査昭和３５年２月１０日図２，７、表８

汀戸川：他の河)||に比べてきれいである。塩素量も少く上潮の影響が少なかった。

今井橋では都側にやはり工場排水の影響が魂られた。

中川：中川も比較的きれいであった。葛西橋で低潮時に採水したが４，７１０Ｐ･Ｐ．Ｍ･の

０１があり江戸川に比ぺて感潮が早い。

荒)|敬水路：中川同様葛西橋で低潮時すでにＲＯＯＯ～１０，０００Ｐ・Ｐ．Ｍの０１があり

海水の影響を早くうけている。

葛西橋の右岸で採水したものは０．０．，．、ＮＨ３－Ｎ共に高く|日中川の汚染水が右岸寄り

に流れているのがわかる。

０．０．，．は新荒川大橋まで上流の地点ほど高く、酸素量・ＮＨ３－Ｎは大体同様な値であ

る。酸素飽和度は新四大橋を除いてほとんど４０％以下、ＮＨ３－Ｎは１００前後で高度に汚

濁されている。堀切橋のＮＩＪ３－Ｎは５９Ｍｇ－ａｔｏｍ／２で極度に高くこれは堀切橋上示

隅田川しゅんせつ泥による河川敷埋立を行っていることと、下流隅田水門からの隅田川の逆

流によるものと判断される。

戸田橋に至るとＣ．Ｏ．Ｄ･ＮＨ３－Ｎは少<なり酸素量は増加して汚染水の影響はゑられな

かった。

新河岸川は最も汚濁されており隅田川、荒川放水路汚濁の原因になっている。

今回の謂査では荒)'１放水路の汚濁は新河岸川を含む隅田川の逆流が主原因でこれに１日中川

汚染水の流入△綾瀬水門か色の綾瀬１１|の流入、隅田水門からの隅田川の逆流、堀切橋上の河

Ⅱ畷埋立などが影響を与えているものと考えられる。

０ノリ生育状況調査

現在調査中なので、終了俊別報の予定である。

総括

(1)江戸川．中川の影響海面（図１）における昭和５５年１０月から３４年９月までの漁獲高は魚

貝類が１，９０５万彫．１１８，７１５，０００円、ノリは４２，４７１，０００枚・５４６，９７５，０００円

（平年の４分作）合計４６５，６８８千円であった。

｛

４

－１５－
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6．８

６．８

56.5

46.5

2.Ｗ

5．１２

中）１１出口

上平井橋
1０．２５

25.4

25.2
5．２０ 0．９０

6.8

6.8

15.５

２Z０

5.08

2.97

奥 Ｐ 1０．５８

２
２
●
●

５
５
２
２ 4．５０ 0．６０
6.8

6.8

1１．９９

１２．５０

６
１

５
４

●
●

５
５

高砂橋 1０．５９
25.2

25.2
4．００ 1．００

24.5

6．１２

5．６９

５．６４

日本紙業 1１．０９ 28.0 4.00
6.8

6.8

飯塚橋

堀切橋
鉄橋

隅田水門
隅田)||出合

木下)Ｉ|水門
I日中)'1入口

小名木)'’
１日中）|’
合流

1１．２０

1５．０７

1５．２０

15.４５

1４．５２

25.5

25.8

８
７
●
●

４
４

２
２

24.7

24.7

25.5

25.4

26.1

26.2

5．５０

6．００

2．００

4．００

1．００

0．８０

０５０

0．５０

6.8

6.8

6.5

6.5

Z０

ｚ０

6.6

6.6

8．６

６．１

6．１

4.9

２
２
●
］
●

２
２

15.５

１１．０

56.5

52.6

８
１

１
０

●
●

２
２

2．０７

１．８５

1．８５

２．５２

０．５２

０

田
川●
●

２
２

'j、名木）１１
水門下
本琉

1４．４０
25.8

２５．８
4．００ 0．７０

ＺＯ

ズ０

１１１９

１２７２

5．２５

５．０２



Ｐ

潮時Ｈ１１時４０分
２２時４５分

１．４ｍ

１．６ｍ
Ｌ４時４５分

１５時５０分

０．５ｍ

１．２ｍ

’

「

－１５－

､.Ｏ、

死

よう講籠罎自

Ｐ.Ｐ・Ｍ

Ｃ．Ｏ．Ｄ

Ｐ.Ｐ･Ｍ

Snica柏

一Si

Mg-a力CIP/Ｌ

Phoshote
-lJ

j［』g-atcmO/Ｌ

Nitritb-N

ag-atcm/Ｌ
透視度 色

68.54 5．５８ 5．１２ 6１．０ 250 0．５８ ０．７５ 22.5 薄黒色

49L６７

５４．５５

6．０２

２．９８

4．５２

４．７２

５５

５５

285

520

0．５８

1．２０

０８

０．８
27K５ 薄黒色

49Ｌ５４

５１．８５

4．２１

４．８５

5．５２

５．１２

５
４

２
５ 242

550

0．７５

１．２０

０．８

０．６
50.2 薄黒色

５１．５１

４９L５４

4．９５

５．５４

4．５２

５．５２
巧
加 辺０

５１０

０６８

０．７５

1．０

１．０
28.5 薄黒色

55.81

56.65

Z０９

６．０６

5．９２

４．７２

８
４

２
２ 510

290

0．９４

０．５８

0.9

1.0
18.0 薄力ぎう色

61.29

60.46

5．６６

５．９６

2．７２

５．９２

０
０

２
２ 500

500

1．４８

6.4

1．０

１．２
2８．０ 赤b動つ色

５６．４５

５５．７２

106.54

Z０４

５．５５

25.94

5．１２

1０．５２

5２００

９
８

１
１

700以上

５００

２９０

1．０２

０．５０

4.9

0．７５

０９

1．０

28.0

白濁

薄力矛ご色

６
８

１
４
●
●

４
０
５
５ 1．７５

０

２５２

２５２

刈
羽 270

270

0．５８

０．９４

1．０

１．５
26.5 黒色

50.45

41.45

1４．４

２０．５

1６．５２

１２５２

1０９

8７

450

585

２．２

４．５

1．８５

２．５５
16.0 黒灰色

8．７０

０

５
５

５
９
●
●

“
記

５
７

５
６

別
印

２．５６

Ｚ９４

2．４５

５．１８

４．１２

５．４７

８刀

7Ｌ１２

1１．５２

１０７２

8．５２

，１２

2８

２６

2８

2６

２８

１６

5００

５５０

2５０

２４２

1．２９

1．６

1．６

２．２

２４５

２．４５

2.8

ろ.１

1７０

’２２０

黒灰色

黒灰色

黒灰色

290

290

1．６８

１．６８

2．７５

1．４
1Z０



表６江戸川・中川・荒川水質調査
ｑｌ

｡Ｉ

ＬＬ９８

8ＺＵ

６８

４６

、

｣ｏＵ

，UＯＯＵＵ

ｂＵ

504［

Ｌ」

－１８－

地 』意
年月日

時刻

天候

風力風向

水温

℃
ＰＨ

０１

Ｐ．Ｐ･Ｍ

篠崎水門

市）１１橋

５５．１．１２
1０．１５

1０．５８

晴
Ｎ、５

５８

6.4

6．９

6.9

1５．８６

10.98

奥 Ｐ 橋 1１．００ 6.4 z０ 8２０００

高砂橋 1１．１０ 5.8 6.9 1１１．０２

中川大橋 1１．２２ 5.8 Z１ 51.68

八剣橋 11.40 6.2 Z， 5２４６

新四ツホ橋
(綾瀬川）

1２．５５ Ｎ，５ 8.1 6.8 5720.00

新四ツ木橋
荒川

1２４５ 8.0 6.9 ５０５０００

|日中川
中）||大橋

15.07 8.8 6.9 9000.00

船堀橋
荒川

15.１７ 8.5 Z０ 8650.00

船堀小橋
中川

1５．２５ 7１６ Z２ 6040.00

今井橋 10.00
5.9

５．９

ズ１

Z１

5z５４

７０．７５



潮時Ⅲ灘二
ｌ５６ｍ

Ｌ１０時28分
１．６８ｍ ２２時５５分

０．８９ｍ

０１０ｍ

Ｊ’８５.Ｃ

－１９－

、､０．

ＣＱ/Ｌ

、､０．

％

電気伝導度

Ｑ
０．０．，

Amqpnia-N

ag.-atom/Ｌ
水色 備考

8．２８ 95.8 ９０×１０２ 1．６５ 2５ 青透 浮遊物
有

8．０６

2．２４

92.5

25.7

100×１０２

６×１０２

1．４７

２１４

1４

6４

〃

かっ色

有

有

ろ.５８ 40.5 ２４×１０２ 6．６９ 6４ 〃 有

4．５９ 52.0 ５６×１０２ 5．５５ 4７ 〃 有

5．９２ 4４．９ ２５×１０２ 5．４９ 兜 〃 有

0．８２

０５６

10.2

6．６６

１．７×１０２

１５×１０２

1２．５９

5．２７

1７０

1９０

暗かっ色

〃

無

有

0 ０ Ｕ７ｘ１０２ Z５７ 250 暗黒色 有

0．５０ 6．６６ 0.9×１０２ 5．９７ 1９０ かっ色 有

5．０２ ５８．２５ 1.5×１０２ 5．０６ 1４０ 〃 有

Ｚ５０

Ｚ７２

85.Ｏ

８Ｚ５

5．７６

’６

表層５７

下層８５
かっ色

表層に
有



卸

昼夜観 側今井橋定点図６

画

ＮＨ５－Ｗ４９－０Ｚｏｍ/Ｚ知
印
加
釦
印
如
切
、
佃

'二=、 ～さ

８
Ｋ

潮位
Ｃｌ、

２００１

０．０．，ＥＲＭ

都側上￣

下メ

千葉側上

千葉側下

潮汐表潮位
実側潮位

ITJ

×
Ⅶ
加
川
川
Ｉ
佃

Ｃ－

|（
ﾊ

ﾉﾊ'、

△

180

■■へ、

～Ｖ言
７
「6０

８
７
６
５
４
５
２
１

ＩＨＩＶｈｌｌＩ１ｌＩＭⅦⅦ川ＭＭＭＭＭＭⅢＭＭＭＭＭＭＭ汕討噸艸酎甸加州》』

ｘ
ｌ

ｌ

ｌ
ｌ

140

l、<■
lロⅥ

Ｘ
ＲＸ、

120

Ｘ、

`州

１
Ａ

100

、Ｉ Ｙ

、

ZiiiA ／ （
8０

Ｙｈ
Ｘ

△

／、

－－Ｘ
（
、／

〕

八 Z
6０

蚤LｌＩＹ
／

〆 Ｌ

、
、

、

、>学｡ｿﾞグ
、ノ

、凶
4０

／

2０

、

６７８９１０時５４ ５７１８１９２０２１２２２５２４ ２1４１５ ６0 1２１

１５日１２日

２０



●

５５．１．１２～１５

酸素飽和度％

100

ヨーーーミ三=三二二季<ニニニミミ8０

6０

4０

2０

Ｍ妬0
5,000

4,000

5,000

2,０００

１，０００

１００

／へ~１

J)<<｝

,ス
ノＩ

／ＩⅨ匙

、'
！

8０

皇

．■秘『

Ｉ

呂一

榊一 Ⅲ

諺
6０

Ｘ－－
､J

hiI9γ
／
γ

、、、、Ⅶ

4０

2０

1０１１１２１４１６１８２０２４２４６２２８９１０時

１２日１３日

－２１－



●

表７Ｎｏ．１江戸川調査（今井橋定点一昼夜観測）
し

4８７１

７９

Ｊに

－２２－

地点
年月日

時刻

天候

風向風力

水温

℃
ＰＨ

ＯＬ

P.P・Ｍ

東京側
5５．１．１２

1０．００

薄曇
気温

5.9

5.9

z１

Ｚ１

57：５４

７０．７５

千葉側

東京側

1０．００

1１．００

5.9

6.0

5.8

5.8

ス１

Z１

７１１

Z１

５
５

８
７
●
●

６
０

７
７

９
５
８
５
●
●

別
記

千葉側 1１．００
5.8

5.8

ズ１

ス１

6ZＯ９

６ＺＯ９

東京側 1２．００

９
９
●
●

５
５

6.9

6.9

52.45

５２．４５

千葉側 1ＺＯＯ
5.8

5.8

6.8

6.8

5８．５５

６１．５０

東京側 １４．００
5.8

5.8

6.8

6.8

68.25

68.25

千葉側 1４．００
6.0

5.9

6．７

６．７

75.１９

６，５４

東京側 16.00
6．１

６．５

●

Ｚ１

Ｚ５

1,0Z10.00

5,620.00

千葉ⅡＩ 1６．００
6．０

６．５

Ｚ１

Ｚ５

1．０４０００

２，８６０．００

東京側 1８．００
5.8

Ｚ２

5z１１

4,650.00

千葉側

●

1８００
5.9

6.2 ２０

120.76

040.00

東京側 20.00 晴
5.9
5.9

46.96

5Z１１

千葉側 20.00
5.8

5.8

48.79

47179

東京側 2２．００ 晴
6.2

5.9

5Z６６

５５．６７



で

潮時Ｈ５時１５分
１５時５５分

１．５６ｍＬ１０噸8分
１．６８ｍ ２２]寺５５分

０．８９，

０．１０ｍ

－２５－

、、０．

ＣＱ/Ｌ

、、０

牝

● C．Ｏ．Ｄ

Ｐ.Ｐ･Ｍ
電気伝導度

Ｑ１０２
潮位 備考

Z５０

Ｚ７２

85.Ｏ

８７Ｌ６

5．７６

，６

７
５
５
８ １０時４０分

５５回】、

浮遊物
表層に多し

８．０６

zＯ５

91.4

80.0

2．８８

４．１６

５
０

２
５

８４０

８．０６

95.1

91.5
4．４８

６．４０

７
５
５
５ １１時５０分

５８“

７Ｌ２８

Ｚ６１

92.4

86.2

2．８８

８．６４

８
８

１
１

清澄

７１８４

ス９５

88.8

88.8

5．１２

６．０８

唱
釦 １２時５０分

５２“

8．０６

８．０６

,1．５

９１．５

2．２４

２．８８

０
５
２
２

z６１

Ｚ２８

91.5

91.5

4.型、
5．１５

１
０

５
４

９
５
２
２ １５時５５分

８９８口、
薄黒青色

Ｚ９５

６．８５

９０２

７Ｚ４

2．５４

５．０４

詔
説

０
９
２
１

ZＯ５

ｚＯ５

80.9

84.1

4．２１

4．５７

4.8

2.0

4５

０
１５時５０分

１２５６ｉｎト 薄黒青色

ズ７２

Ｚ１１

88.6

85.7

5．６２

５．９２

5.2

2.2

８
１

４
４

８．２８

Z１６

９
２
●
０

５
８
９
８ 5．０４

５．５２

5５

1.5

お
卯 １８時

９５“

ｚ７２

ズ５９

8z6

85.7

5．５０

４．１４
｢P

2８

5.2 ■の

０

5７

５０

6．６０

８．０６

74.8
91.4

8．５２

１５９

０
９

５
４

０
１

５
７ ２０時

４０cｍ

z９５

７Ｌ９５

90.1

901

８
５

５
１
●
●

２
２

０
５
５
４

８
７

１
１

6．８５

６．２７

Z８２

Ｚ１１

5．５９

６．５６

０
０

５
５

９
０

４
５

Ｏｚｗｚ



表７Ｎ○．２江戸川調査（今井橋向点一昼夜観測）
､

Ｐ

ｦ８

6人／［

BＣ6．８

４／ｈ卜

4８１１6．９

[］
４８－８［

－２４－

地 」点
年月日

時刻

天候

風向風力

水温

℃

ＰＨ
ＯＬ

P.Ｐ・Ｍ

千葉（則
５５．１．１２

２２時

6.0

6.2

万
皿

０
５

７
７

東 京 側

千葉側

東 京

‐.鋒糺声

側

2４

2４

５５．１．１５
２

晴

晴

6.2

6.0

6．５

６．３

6.4

6.4

21.55

26.85

５９L０４

４５．９２

5Ｚ８２

４０．２６

千

G= Ｌ\蕊壜型

葉夢?側 ２
6.2

６．５

46.56

48.88

東京側 ４
5.8

5.8

１１７K７５

１２５．８５

千葉側

東 京 側

千葉側

４

６．

６

5.6

5.4

４
０
●
●

５
５

5.4

5.6

150.54

155.72

510.00

1280.00

504.95

1650.00

東 京 側

千葉側

東 京 側

－－－－■－．－－－－一一￣

千葉側

東 京 側

千葉側

８

８

９

，

1０

５７

６．０

９
４
●
●

５
５

6.2

6.1

6．１

６．０

6.4

6.4

6.5

6.2

7.2

7Ｌ５

ス１

Z１

6．９

６．８

6．９

６．９

6．９

６．９

6．９

６．９

121.98

4580.00

150.54

152.98

67L７０

８０．５２

５
９

７
１
●
■
●

０
５
７
７

45.51

47L５８

48.19

48.80



■

６．１４

6．８８

6．８８

１
］

６－Ｕ』

8６．８
'1

Ｊ

6．５８

ﾖム ９［

－２５－

、、０．

ＣＱ/Ｌ

、、０ ●

恥

０．０．，

P.P･Ｍ
電気伝導度
Ｑ１０２

AnmDma-N

Jugモカo､/Ｌ
潮位

z５９

Ｚ７２

85.5

92.1

1．２７

2．６８

０
０

４
５

６
０

１
１

6６５８

６．４９

75.1

75.9

5．５９

６．５６

０
５

８
６

５
５

５
５

０“以上

6．１６

５．６０

70.0

61.4

1．７０

１．６５

5７

5５

６

1０

5．７１

６．６０

62.5

74.7

5．８２

５．５９

０
０

６
６

４
９

２
２

２０．，Z

7Ｌ５５

６．７２
Ｇ印

85.2

76.5

2．７７

５．２５

５
５

５
５ 2５

１７

Z１６

６．０４

81.2

68.6

2．２８

５．７５

2８

２７

５
０
２
２

８５cﾘﾜ、

ス６１

ス４４

85.6

8ａ７
2．９４

１．６９

刀
困

困
困

８
８

８
８
●
●

》
６
６

乃.１

乃・２

4．９０

５．９９

９５

4．４

4０

５５
１１７“

Ｚ０５

６．７２

４
５
●
●

０
５

８
７ 5．８４

５．０２

1５．０

5.7

１
２
４
６

6．８５

６．０４

刀5

72.1

兜
叩
５
４ 2５

２

引
照

９６cｍ

Ｚ５９

Ｚ５０

85.8

84.1

5．２６

５．０４

５０

２６

５
０
５
５

6.58

7L１６

Z１６

５．９８

75.１

８１．９

81.9

65.6

8．６４

８．９６

5．８４

４．８０

２
６
５
５

０
０

４
４

7８

８５

弱
訓

６７囮切り

Ｚ５９

６．８５

84.8

78.4

6．４０

６．５６

５２

５０

＄
位 ４５c切り

Ｚ８４

ｚ７２

9０１

88.4

ズ８４

Z５６

4９

４７

明
弘



'

年

図７荒川放水路調査

400

P

500

200

100

１JCI酸素飽和度ワ

Ｃ．Ｏ．ＤＲＲＭ

旧
側
岨
旧
８
６
４
２

と凸

1Kｍ＝．

Ｘ
’
一
千
住
新
橋

ｘ
一
（
志
村
橋
新
河
岸
川

葛
西
橋

船
堀
橋

小
松
川
橋

（
綾
瀬
川
）

新
四
木
橋

堀
切
橋

新
四
木
橋

巾

江
北
刈
緋

西
新
井
橋

緋繍川鵡馴）
新
荒
川
大
橋

戸
田
橋

」I

ｑ

、-ノ

-２６－



⑪

０

表８江戸川・中川・荒ノⅡ．水質調査

ロ

－２８－

地 』意
年月日

時刻

天候

風向風力

水温

℃

透視度

０Ｍ
ＰＨ

０１

Ｐ.P･Ｍ

葛西橋右岸
城東桟橋

葛西橋
中央

葛西橋
中川

５５．２．１０

1０．０６

1０．１５

10.15

Ｎ２ ２６

8.4

8.6

1５．７

2５

25.5

6.8

z２

Z２

1０７６５０

Ｒ２１０

4,710

浦安橋
都側

今井橋
都側

1０．４８

11.00

8.8

8.9

５０以上

５０以上

6.9

6．９

5.5

2.5

小松Ⅱ|橋
荒）|Ｉ

1１．５５ 9L２ 2１ z１ ２８００

新四ツホ橋
荒１１１

1２４０ ２１ 1４．５ ズ５ スフ1０

新四ツ木
綾瀬

1２．４３ 9L８ 1２．５ 6.7 5,660

堀切橋
荒１１１

1５．００ 1１．０ ２０ 6.8 5,660

千生新橋 15.58 9L６ 1z５ 6.8 5,510

￣

江北橋

新荒川大橋
新河岸）'１

1４．００

1４．５０

1００

11.2

1７５

11.0

6.7

6.2

５，４００

955

新荒１１|大橋
荒Ill

1４．５５ 10.8 1５．０ 6.4 677

戸 田橋

志村橋
新河岸)'１

1４．５７

1５．０７

ズ６．

1５．５

25.０

1０．０

z２

6.2

4z６

40.26
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Ｌ

潮時ＨＯ４時５６分
１５時４５分

１．５０ｍＬ１時１４分
１．５９ｍ ２２時５５分

０．８５，

０．１２ｍ

－２９－

、、０．

cc/Ｌ

、、０ ●

兜

よう素消費量

P.Ｐ･Ｍ

0．０．，

P･Pu

Ａｍｍｏｎｉａ－Ｎ

/ｕｇ－ａｔｏｎＪ/Ｌ

電気伝導度

Ｑ
水色

０ ０ ２７６ 6．５０
上
下

2０４
１８５ 0.8×１０２ 黒色

2．８４ 54.59 2．５４ 4．２２ 5１ 0.8×１０ ２ かっ色

4．８９ 59L２０ 1．１９ ろ.９０ 1６ 1.5×１０ ２ 薄かっ色

ズ２１ 8z９２ 1．２８ 4．５５ ５ ６２×１０ ２ 青かっ色

Z５５ 8９５９ 5．６５ 6．１７ 1７ ８０×１０ ２ 黒色

０９１ 11.20 1０．９９ 6.5 1０４ 0.8×１０ ２ かっ色

0．４５ 55.28 8．５７ ８４４ 128 1.2×１０２ かっ色

０．２８ 5．５１ Z５１ 1０．５９ 215 1・ろ×１０２ 黒かっ色

０．５７

0．８５

7L５１

1０５５

1Ｚ１５

1．２２

1５．５２

，，

貌０

8７

1.5×１０２

1.5×１０２

黒かっ色

黒かっ色

1．４４ 18.Ｍ 1．２０ 11.57 9５ 1.9×1０ ２ 黒かっ色

1．５６ 1ズ５９ 10.94 1４．６２ 127 4.6×１０ ２ 黒色

2．１０ 26.48 12.15 1５．９２ 112 6.0×１０２
表層黒
下層かっ色

6．７６ 7，５５ 1．２６ ２９２ 1０ ４８×１０ ２ 黄かっ色

4．０９ 54.97 9L７１ 1５５９ 287 ４０×１０ ２ かっ色
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驚鍵… 従事世帯数は魚貝類１，８１７、ノリ１，４５１計５，２４８世帯である。

（２）各河川の水質は新河岸川・隅田川・'日中川が最も悪くすでに還元発酵の行われつつある河川

である。ついで荒川放水路・綾瀬川が前三)||に近づきつつある。

中川・江戸川は水産用水として利用可能の河)'１であるが、中111の奥戸橋より下流部分は危険水

質になりつつあり、上流部も汚濁の進行がうかがはれる。

最近荒)I敏水路の影響海域におけるノリ生産の減少が目立っており、中川水による江戸川水の

置換は海面漁業に対して不適であろう。

（３）各河川の関連は次のとおりである。

江戸川は新川により中川と連絡し、新川の流向は中川へ向い上潮時わずかに江戸川へ流れる。

中川は綾瀬川と合流後中川水門及び船堀水門により荒川放水路と連絡しほぼ常時荒川へ流れる。

綾瀬111は堀切橋上の綾瀬川水門より荒川放水品ilと連絡し荒川放水路に流入する。

｜日中111は四木橋下の木下１１|水門より荒川放水路の流入があり、なお江東地区の小名木川その他

の小水路より隅田)||の流入をうけ船堀橋下の小松川・小名木)||水門よりふたたび荒川放z)鯉iＩに流

入している。

荒川放水路は岩淵水門より新河岸川・隅田川の逆流水の流入をうけ、叉堀切橋下の隅田水門よ

りほとんど常時隅田)Ⅱ水の流入があり、上潮時に約２時間<・らい荒川放ｚ１偲iHより隅田川に流れる。

以上のように荒川放水路は各河川水の流入を最も強くうけていることがわかる。

（４）315i放水路の流量が少い場合は本州製織卜水と同様な傾向を示すものと考えられる。すなわち今

井橋の下で江戸Ⅱ|に開口し、江戸川水,との混合はおそく都側に沿って流下しおそらく河口の大三

角付近でも都側を流下するであろう。

新放水路の流量が大なる時は江戸川のわん曲部に開口する関係上拡散、混合がすみやかに行は

れるであろう。
Ｆ－１

（５）建設省土木研究所のアナクン１.コンピューター使用の渇水期流量配分からゑると、新放水路の流
６－

壜bbi大になるのは、綾瀬)Ⅱ・中１１１・江戸111の流量比が１：１０：０，１：６：０，１：１０：４，

１：１０：９で新放水路流量は４．７，２９，５．７，２．５である。

新放水路の流量():少<なるのは、１：６：９，１：５：４，１：５：０でそれぞれ０７，０．６

１．６である。

新放水礎の中川へ逆流する場合は１：５：９，０５：５：９の時で夫々０５，０８の逆流が承

られる。

このように江戸Ⅱl流量か０の場合、江戸川流量より中川流量b:多い場合には当然江戸Ⅱ|に中)|｜

の影響が強く現われ、江戸川水質の悪化が予想される。
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